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担当部 保健所　

担当課 生活衛生課

施策の評価と今後の方向性
（施策を取り巻く環境の変化
と、施策内における21年度以
降の経営資源の配分方針な
ど）

改善・改革の方向性

医薬品の品質は区民の健康に直結しており、過去の適合率100%であっても医薬品検査は継続し
なければならない。また薬事衛生を取り巻く環境の変化は、平成21年度施行の改正薬事法により
大きく変化すると予想されるため組織整備や効率的な監視を行いそれらの行政ニーズに対応して
ゆく。

【施策の評価・成果分析】
医薬品の検査適合率は100%を維持しており、医薬品の品質が高いことがわかる。平成18年度の
検査適合率が97.01%となっているのはシアン廃水施設の不適によるものである。これらの不適施
設はその後の重点指導により平成19年度に改善された。また、薬局等の検査適合率も上がって
おり、平成18・19年度では目標とした数値を達成している。

【施策の評価・コスト分析】
コストのほとんどが人件費であり、横ばい傾向にある。

【今後の方向性】
施策を取り巻く環境の変化としては、50年ぶりの薬事法大改正により薬局以外で医薬品販売が認
められた（店舗販売業）。この改正は平成21年度から施行となるため、今後、医薬品販売施設の
増加による許可事務や監視量の増加が見込まれ、それに対応した組織整備等が必要である。
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平成20年度　施策評価表

施策名 薬事衛生

施策意図

現状と課題

17年度 18年度 19年度

↓

→％ 100.00 100.00

↑

↑

↑

100.00

100.00

医薬品等の安全に関心を持っ
ている区民の割合

83.10

91.90

84.20

成果指標３

医薬品等の安全が保たれている。

平成9・12年度の薬事関係法令の改正により薬事行政の一部が特別区に移譲された。 さらに平
成17年度に東京都第2次分権計画で薬局許可・監視等の大規模事務が移譲された（葛飾区：11事
務、2418施設） 。今後の課題は21年度施行の改正薬事法に対応した組織体制の整備と都区連
携による業務の円滑な推進である。
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薬局等法令基準適合率
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施策コード 0207

↑93.30実績 ％ 87.70

平成20年度　施策評価表

施策名 食品衛生

施策意図

成果指標１

食品の安全に関心を持ってい
る区民の割合(マーケティング
調査)

87.90

99.51

90.60

成果指標３

↑％ 96.10 96.20

現状と課題

食品の安全が保たれている。

平成１３年の牛海綿状脳症の発生や度重なる食品の偽装表示問題などを契機に区民の食に対す
る不安や不信が高まった。そのことを契機に食品衛生法が大幅に改正された。法改正の趣旨であ
る食の安全安心対策を推進するため、複雑多様化する食品等に対する監視指導を強化するとと
もに、食品等事業者に対して自主的衛生管理を支援する必要がある。

18･19年度比較単位

↓

→

↑

17年度 18年度 19年度 20年度

96.37

96.30 96.40
食品等の収去検査適合率
適合数/総検査数 100

成果指標２
食品等の表示適合率　　　適
合数/総検査数 100

％予定

％

予定

実績

↑88.30

実績 ％ 99.7899.64

予定 ％ 88.10 88.50

96.12

100.00

96.76

100.00 100.00 100.00

施策の評価と今後の方向性
（施策を取り巻く環境の変化
と、施策内における21年度以
降の経営資源の配分方針な
ど）

改善・改革の方向性

本施策は、食品衛生法等関係法令に基づく許認可・監視指導業務が中心である。毎年、重点監
視事業を見直しタイムリーな事業を組むようにしている。また、統計的に食中毒の発生が多い業種
及び食中毒が発生した場合に大規模な患者発生につながる集団給食施設等の大量調理施設に
は年間立入検査回数を増やすなど効率的に監視業務を行っている。食品の安全に関する区民の
関心が高いことから、いろいろな媒体を使用して普及啓発に努める必要がある。

【施策の評価・成果分析】
成果指標１の食品等の収去検査適合率については、予定を上回る成果をあげている。成果指標２
の食品等の表示適合率については、適正表示の知識不足やケアレスミス等から表示適合率は横
ばいである。食品表示は、食品衛生法だけではなくJAS法等他の法令も関わって表示項目も増加
し複雑化している。成果指標３のマーケティング調査については、食に関わる事件が毎年のように
起っているため区民の関心の度合いが高いことを示している。

【施策の評価・コスト分析】
コストのほとんどが人件費であり、横ばい傾向にある。

【今後の方向性】
平成２１年度以降は検査機材の老朽化、検査担当職員の退職不補充及び検査項目等の見直し
等により、民間検査機関へ委託する検査の割合が増えるため、これに伴い事業費も増加する。
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担当課 生活衛生課
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＊成果指標名　次ページ参照
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NO.1

講習会出席者数（消費者等）

食品営業施設への巡回指導実施件数

指標名

食品等収去検査適合率
（基準適合数／総検査数　 １００）

現場簡易検査適合率
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施策コード 0208  

実績

平成20年度　施策評価表

施策名 環境衛生

施策意図

成果指標１

成果指標３

↑％ 82.10 82.90

現状と課題

生活環境の衛生が保たれている。

需要の増加に伴う墓地の申請が増え、隣接住民等とのトラブルが発生している。国際化に伴う感
染症（SARS、ウエストナイル熱等）の発生に対して、迅速に対応する体制を整備する必要がある。
ネズミの相談やハチ駆除に関する相談が増えている。蚊の対策については、環境汚染問題等に
配慮し、薬剤に頼らない方法を検討する必要がある。

18･19年度比較単位

↓

17年度 18年度 19年度 20年度

88.70

83.20 83.60
環境衛生施設の検査適合率
（適合数 検査施設数 100）

成果指標２
予定

％

予定

実績

実績

予定

83.93 90.59

施策の評価と今後の方向性
（施策を取り巻く環境の変化
と、施策内における21年度以
降の経営資源の配分方針な
ど）

改善・改革の方向性

　環境衛生関係施設の監視指導業務については、区の職員が実施することが根拠法令に定めら
れている。また、法令に基づかない蚊の防除のための薬剤散布や有害蜂の駆除については、す
でに業者委託しており、業者委託による経営の大幅な改善の余地は少ない状況にあるが、今後も
効率的に業務を執行していくために、監視方法等の検討を欠かさず、また職員の指導能力の向上
に努めていく。
　ネズミや蜂に関しての相談業務については、依然として区民からの相談が多いため、今後も正
確な情報を迅速に区民に提供するため、専門研修や職場内研修を利用して職員の資質の向上を
図るとともに、ホームページの見直しや衛生講習会の実施等、情報伝達の手法の向上に努め、相
談数の減少に努めていく。

【施策の評価・成果分析】
成果指標１の環境衛生施設の適合率については、予定を上回る成果を上げているものの、19年
度については18年度より下回っており、常に成果を向上していくためには、指導方法等の手法の
見直しが必要である。

【施策の評価・コスト分析】
コストのほとんどが人件費であり、横ばい傾向にある。

【今後の方向性】
21年度以降については、法令等の改正がなければ、現状を維持する必要がある。

担当部 保健所　

担当課 生活衛生課
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平成20年度　施策別事務事業一覧
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生活衛生課施策名
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１
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２
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％

％

人
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２

成果指標
１

190.00

18,70221.29% Ｂ

88.70 100.00

75.47

20,113

388.00

－
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90.00

170.00
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予定

87,842
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49,027
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１
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１

＊成果指標名　次ページ参照

成果指標
１

成果指標
２

成果指標
２

成果指標
１

成果指標
２

成果指標
１

成果指標
２

成果指標
２

成果指標
２

成果指標
１



NO.1

成果指標
２

成果指標
２

成果指標
１

020803動物適正飼養推進

成果指標
１

成果指標
２

020801環境衛生許認可事務・監視指導

成果指標
２

成果指標
１

成果指標
２

苦情相談件数（犬に関するもの）

成果指標
１

成果指標
２

成果指標
２

成果指標
１

件

成果指標
２

件 苦情相談件数（猫に関するもの）

人
成果指標
１

単位

成果指標
１

事務
事業
コード

担当課

020802環境衛生普及・啓発

営業施設理化学検査適合率
（衛生基準適合施設数／理化学検査施設数　 １００）

水質検査適合率
（適合件数／水質検査受付数　 １００）

環境衛生講習会参加人数

施策を構成する事務事業 指標 指標名

平成20年度　施策別事務事業一覧

担当部 保健所

生活衛生課施策名

成果指標
１

成果指標
１

成果指標
２

環境衛生

成果指標
１

成果指標
２

％

％



施策コード 0209  

単位 20年度

17.00

成果指標３

実績

↑人 165.00 150.00

↑

↑

↑

129.00

145.00

平成20年度　施策評価表

施策名 感染症対策

施策意図

現状と課題

17年度 18年度 19年度

　区民が感染症を予防し、感染症の発生や拡大が抑制されている。

成果指標１

予定

人

予定

実績結核の届出患者数

成果指標２

感染症（1～3類）の届出患者
数

人

実績 人 13.0021.00

予定

165.00

15.00

151.00

20.00 18.00 17.00

施策の評価と今後の方向性
（施策を取り巻く環境の変化
と、施策内における21年度以
降の経営資源の配分方針な
ど）

改善・改革の方向性

　新型インフルエンザ対策については、国・東京都では行動計画がたてられており、 飾区もそれ 
と呼応した、「 飾区新型インフルエンザ行動計画」をたて、発生時の感染拡大の防止、混乱の対 
応等について、関係機関と連携した体制を整備を図る。
　結核対策（ＤＯＴＳ・接触者健診）の充実を図る。
　麻疹ゼロ作戦の更なる推進により、麻疹地域まん延予防及び発生時対応を関係機関と連携し、
実施する。

【施策の評価・成果分析】
　平成19年4月に感染症法が改正され、生物テロや事故による感染症の発生・まん延を防止する
ための病原体等の管理体制の確立、結核を感染症法に位置付けて総合的な対策が図られた。区
の医師会と協力して、感染症サーベイランス情報を関係機関に情報提供し、区内感染症発生予防
に役立てている。発生が予測される感染症は、ホームページ・広報等で区民に情報提供・普及啓
発し、関係者への健康教育を積極的に行っている。
　また、学校や保育園等の集団施設での感染症発生時は、即時に積極的疫学調査で現地状況を
把握し、感染の拡大防止の対策会議を開き、健康調査等にて感染症の発症を確認している。平成
19年度は麻疹他106件行い、集団感染予防に努めた。
　成果指標１・２とも発生件数が減少している。
【施策の評価・コスト分析】
　コストの８５％は予防接種事業が占めており、効果的に行われている。
【今後の方向性】
 　こうした動向を踏まえ、感染症への正しい対応の普及啓発による予防行動の強化と、関係機関
との連携を図り感染症の発生時に適切な対応ができるよう日頃から体制を整備・強化することが
課題である。
  また、感染危機管理体制の強化については、現在、全世界で新型インフルエンザの発生を警戒
しているなか、 飾区では平成15年度より大規模感染症発生時に関係機関が連携できるよう、医 
師会・獣医師会・消防署・警察と区役所で感染症関係機関連絡会を開催し、平成19年度には、保
健所で、患者発生時に使用する陰圧テントの設置訓練を行った。「 飾区新型インフルエンザ行 
動計画」を策定し、それに基づく発生時の体制を整備する必要がある。

担当部 保健所　

担当課 保健予防課

135.00

 　平成19年は全国で麻疹の集団感染が大きな問題となり、平成20年1月から、麻疹・風疹の全数
報告による、集団感染予防対策の強化が図られた。
　結核の早期発見や多剤耐性菌防止のため、接触者健診の拡充、結核患者への適切なDOTS推
進が課題である。
　国内のHIV感染者・エイズ患者は増加している。一方エイズ医療は飛躍的に進歩し、感染者は外
来治療で生活を維持できるようになった。HIV感染者は身体障害者認定されることから、療養生活
を地域で支援できるよう療養支援体制を確立する必要がある。
　国・東京都では新型インフルエンザ行動計画がたてられた。 飾区も「 飾区新型インフルエン  
ザ行動計画」をたて、発生時の感染拡大の防止等について、関係機関と連携した体制を整備する
必要がある。

18･19年度比較
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